
20.  3.  15

◆
学
校
規
模
適
正
化
と 

　

都
立
六
仙
公
園
の
整
備

　

学
校
規
模
適
正
化
は
、「
東
久
留

米
市
立
学
校
再
編
成
計
画
」
に
基

づ
き
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
「
東
久
留

米
市
立
学
校
再
編
成
に
か
か
る
実

施
概
要
（
基
本
プ
ラ
ン
）」
が
策
定

さ
れ
、
こ
の
中
で
教
育
委
員
会
と

し
て
の
具
体
的
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
基
本
プ
ラ
ン
で
は
、

第
八
小
学
校
の
閉
校
に
伴
う
受
入

対
象
校
を
第
一
・
第
三
・
第
五
小

学
校
と
し
、
閉
校
の
目
途
（
め
ど
）

を　

年
度
末
と
し
て
い
ま
す
。
ま

２１
た
、
第
四
小
学
校
は
、
第
六
小
学

校
に
統
合
し
て
単
学
級
を
解
消
し
、

併
せ
て
東
中
学
校
の
教
育
条
件
を

整
備
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
規
模
適
正
化
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
は
、
教
育
委
員
会

の
方
針
を
尊
重
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
既
に
第
八
小
学
校
に
お
い

て
は
学
校
関
係
者
を
中
心
と
し
て

話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
ま
ず
第

八
小
学
校
に
関
連
す
る
受
け
入
れ

対
象
校
の
整
備
な
ど
を
含
め
た
事

業
の
具
体
化
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
教
育
委
員
会
と
の
協
議
を
進
め
、

進
捗
（
ち
ょ
く
）
を
確
実
に
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
八
小
学
校
用
地
と
都

立
六
仙
公
園
整
備
計
画
と
の
総
体

的
整
合
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

積
極
的
に
都
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

◆
市
立
保
育
園
民
営
化 

　

計
画
と
関
連
問
題

　

市
立
保
育
園
の
民
営
化
は
、
定

年
退
職
す
る
保
育
士
の
数
を
考
慮

し
な
が
ら
順
次
民
営
化
し
て
い
く

と
の
基
本
方
針
の
下
、
今
後
の
５

年
間
に
わ
た
る
民
営
化
計
画
を
策

定
す
る
中
で
、
上
の
原
保
育
園
と

は
く
さ
ん
保
育
園
の
公
設
民
営
化

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
上

の
原
保
育
園
は
、
都
市
再
生
機
構

東
久
留
米
団
地
の
建
て
替
え
計
画

に
伴
う
全
体
計
画
を
含
め
た
中
で

用
地
の
確
保
を
行
い
、
は
く
さ
ん

保
育
園
は
、
閉
園
後
の
大
道
幼
稚

園
用
地
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
２
年
後
お
よ
び
３
年
後

の
開
園
を
目
指
す
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
機
能
の

充
実
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

庁
内
検
討
を
行
っ
て
き
た
公
共

施
設
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
利

活
用
に
関
す
る
一
定
の
方
向
性
と

し
て
検
討
結
果
の
報
告
を
受
け
、

ま
た
市
民
の
皆
様
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
、
旧
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
財
政
等
の

理
由
か
ら
結
論
を
保
留
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
閉
園
後

の
上
の
原
幼
稚
園
、
下
里
幼
稚
園

の
跡
地
は
、
基
本
的
に
幼
稚
園
施

設
と
し
て
の
利
用
を
条
件
に
借
地

し
て
い
る
と
い
う
実
態
で
す
。
そ

う
し
た
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、

関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
都
へ
の 

　

消
防
事
務
委
託

　

市
民
の
安
全
・
安
心
を
よ
り
高

い
水
準
で
恒
久
的
に
確
保
し
て
い

く
た
め
に
は
、
事
務
委
託
を
行
う

こ
と
が
最
善
の
策
で
あ
る
と
判
断

し
、
都
に
対
し
て
常
備
消
防
の
事

務
委
託
に
関
す
る
事
前
協
議
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
京

消
防
庁
、
都
総
務
局
と
の
間
で
、

消
防
施
設
・
装
備
関
係
、
職
員
関

係
、
そ
の
他
経
費
等
の
課
題
等
に

つ
い
て
、
調
整
・
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
都
か
ら
の

消
防
事
務
委
託
に
関
す
る
基
本
方

針
が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く

都
と
の
合
意
が
一
刻
も
早
く
整
う

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◆
家
庭
ご
み
有
料
化

　

現
在
、
導
入
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
家
庭
ご
み
有
料

化
は
、
ご
み
の
排
出
抑
制
、
排
出

量
に
応
じ
た
公
平
な
負
担
、
そ
し

て
市
民
の
ご
み
問
題
へ
の
意
識
の

向
上
な
ど
を
大
き
な
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
ご
み
問
題
に
関
心
を

示
す
市
民
の
割
合
は
９
割
以
上
に

及
び
、
さ
ら
に
ご
み
の
排
出
量
に

関
わ
ら
ず
税
金
に
よ
っ
て
一
律
負

担
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

は
、
約
６
割
の
市
民
が
何
ら
か
の

不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
と
い
っ

た
結
果
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

　

年
度
中
の
条
例
整
備
と
早
期
実

２０施
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◆
市
民
参
加
の 

　

ル
ー
ル
化

　

自
治
基
本
条
例
や
市
民
参
加
条

例
の
検
討
を
進
め
る
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
提
起
さ
れ
、
二
元

代
表
制
と
の
関
係
や
市
民
、
議
会
、

行
政
の
三
者
の
機
運
の
高
ま
り
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
き
ま
し
た
。

市
で
実
施
し
て
い
る
手
法
等
を
基

本
と
し
、
必
要
な
精
査
も
行
い
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を

柱
と
し
た
全
庁
的
な
ル
ー
ル
を
策

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。◆

人
材
バ
ン
ク
構
想

　

２
０
０
７
年
問
題
と
も
関
連
し
、

市
の
定
員
適
正
化
の
一
環
と
し
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
検
討
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
今

の
社
会
情
勢
を
背
景
と
し
た
労
働

に
関
す
る
諸
問
題
の
浮
上
や
、
市

と
し
て
直
接
的
な
形
で
関
わ
る
難

し
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
一
般
労
働
者
派
遣
事

業
へ
の
参
入
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
へ
の

支
援
等
も
一
例
と
し
な
が
ら
、
既

存
の
組
織
・
団
体
と
の
協
働
と
い

っ
た
仕
組
み
も
視
野
に
入
れ
た
検

討
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
源
の
不
足

に
対
し
、
引

き
続
き
予
算

編
成
手
法
の

深
化
も
含
め

て
対
応
す
る

よ
う
指
示
し

ま
し
た
。

　

特
に
今
回

の
予
算
編
成
で
は
、
個
々
の
事
務

事
業
に
つ
い
て　

年
度
決
算
額
も

１８

参
考
に
し
、　

年
度
に
向
け
た
変

２０

動
要
素
な
ど
も
十
分
に
考
慮
し
て

施
策
レ
ベ
ル
ま
で
積
み
上
げ
を
行

い
、
行
政
評
価
の
施
策
評
価
結
果

も
勘
案
し
て
係
数
化
し
、
経
常
経

費
に
係
る
一
般
財
源
を
傾
斜
的
に

枠
配
分
す
る
手
法
も
用
い
ま
し
た
。

　
　

年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
総

２０
額
３
３
６
億
７
１
０
０
万
円
で
、

対
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
８

２
０
０
万
円
（
０
・
２�
）
の
減

に
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
で
は
、

市
税
と
個
人
市
民
税
、
市
た
ば
こ

税
で
減
額
、
一
方
で
法
人
市
民
税

関
係
と
固
定
資
産
税
で
増
額
と
し
、

地
方
譲
与
税
、
交
付
金
等
国
税
配

分
財
源
は
総
体
と
し
て
減
額
、
都

支
出
金
は
増
額
し
て
い
ま
す
。
歳

出
で
は
、
民
生
費
に
お
い
て
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
経
費
と
わ

か
く
さ
学
園
の
移
転
に
伴
う
経
費

等
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お

わ

り

に

お

わ

り

に

　

国
は
、
三
位
一
体
改
革
を
通
じ
、

地
方
の
独
自
性
を
尊
重
し
た
自
己

決
定
、
自
己
責
任
の
考
え
方
を
明

確
に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
裏

付
け
と
な
る
税
源
移
譲
な
ど
、
地

方
財
政
制
度
の
改
革
は
道
半
ば
と

い
っ
た
状
況
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
に
関
連
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

点
も
顕
在
化
し
、
地
方
が
独
自
性

を
活（
い
）か
し
た
行
政
を
遂
行
で

き
る
状
態
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い

っ
た
現
実
に
直
面
し
た
現
在
、
行

政
シ
ス
テ
ム
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
改
め
て

議
論
を
し
て
い
く
こ
と
が
政
治
の

最
も
重
要
な
役
割
な
の
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ま
す
。

　

私
は
地
方
公
共
団
体
の
長
と
し

て
、
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
し
て
市
民
に
提
供
し
て
い

く
た
め
、
確
固
た
る
財
政
基
盤
の

構
築
に
向
け
て
引
き
続
き
努
力
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。
政
策
の
選
択

に
当
た
っ
て
、
時
と
し
て
英
断
を

も
っ
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
を
改

め
て
表
明
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年

度

予

算

年

度

予

算

２０２０

20年度の主な新規事業等
市民一人ひとりが共につくるまち
・市民協働…「市民と協働」活動促進委員会が協働事業の評価・検証などを通じ協
働の推進に向けた具体的ガイドラインを策定します

・男女共同参画施策…改定版東久留米市男女平等推進プランの進捗（ちょく）状況
の評価を行います。また、配偶者からの暴力をなくすための啓発活動や、発生した

場合の被害者保護のため、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策

の実施に関する基本計画」の検討に取り組みます

・外国人のための生活便利帳作成補助事業…暮らしのしおりの必要部分を外国語に
翻訳するだけでなく、市民団体との協働事業として、７年ぶりに改訂・発行します

水と緑を守り育てていくまち
・黒目川親水化整備…三方橋・柳橋間延長３２０メートルについて、周辺の良好な緑
地環境を活かした親水化整備を行います

子どもがのびのび心豊かに育つまち
・乳幼児および義務教育就学児医療費助成事業…
乳幼児医療費助成の保護者所得制限撤廃を５歳未

満児までに対象を拡大し、義務教育就学児に対す

る一部医療費の助成も引き続き実施します

・学童保育所の改築工事…金山学童保育所を施設
の老朽化や待機児の解消、障害を持つ児童への対

応のため、建て替えを行います

・認証保育所に関する事業…保育所待機児解消に貢献するため、東部地域において
保育施設を運営する事業者に対し、Ａ型認証保育所への移行を支援します

・妊産婦および乳児に対する健全発育支援事業…妊婦健診費用の公費負担を５回に
増やし、母（おや）・児（こ）の健康管理に努めます。また、保健師による乳児家庭

への訪問指導を発展充実させ、生後４カ月までの全戸訪問「こんにちは赤ちゃん事

業」を実施します

・活力ある学校づくり…特色ある学校づくりを推進し、明日の東久留米を担う子ど
もたちの心身共に健やかな成長のために、引き続き努力します。特に教育相談や教

員研修などの充実のため、教育センター組織を改編し、教育センター機能の質的な

向上に努めます。また、第一小学校体育館の改築設計、第三小学校体育館の耐震補

強の実施設計、第六小学校校庭の芝生化の整備工事への着手、下里小学校体育館の

内部改修工事、小学校給食施設・設備の更新、防火シャッター危険防止装置設置工

事などを予定しています

高齢者がいきいき幸せに暮らせるまち
・後期高齢者医療制度…７５歳以上を対象とする新たな後期高齢者医療制度の開始に
伴い、円滑な後期高齢者医療制度運営に向け努めます

・特定健診制度…４０歳～７４歳を対象にメタボリックシンドロームに着目した健診を
行い、介護保険法に基づく生活機能評価や健康増進法等に基づく市独自の健診など

との連携を図り、対象市民が受診しやすい環境整備に努めます

・障害者自立支援法に関連する移動支援事業…就学児の夏休み期間の利用時間の拡
大や、各事業所のヘルパー不足解消に向けたヘルパー養成カリキュラムの作成など、

制度利用の拡充を図ります。さらに、１８歳以上の利用者については、１０月の切り替

え時から世帯の範囲の見直しを行い、負担の軽減も実施していく予定です

・わかくさ学園移転新築工事…旧ひばり保育園跡地へ年内には移転を完了し、２１年
１月から新施設での事業を開始する予定です。同学園跡地は、都立六仙公園用地と

して都に売却し、２１年３月末までに引き渡す予定です

豊かな出合いでにぎわうまち
・新たな産業のあり方調査事業…推進組織のさらなる充実を図り、取り組みを強化
します。また、「自立都市　東久留米」実現に向けた取り組みの一つとして、企業誘

致の具体的可能性についての検証を行うと共に、地域産業推進協議会とも連携する、

庁内における推進体制等の整備も図ります

・魅力ある都市農業育成対策事業…引き続き都の制度を活用し、施設栽培等の拡充
に対して助成の拡大を図ります

・商工業活性化対策事業…新・元気を出せ！商店街事業を活用し、地域コミュニテ
ィーの形成を目的とした祭りや売り出し等のイベント事業、基盤整備等を目的とし

た活性化事業に対して、市内商店会を積極的に支援します。特に活性化事業では、

滝山中央名店街のカラー舗装工事を予定しています

・公民館施設整備事業…舞台照明関連設備について改修工事を実施します

快適な都市環境が整ったまち
・都市計画道路および市道整備…東３・４・１９号線は道路築造工事と併せて、落合川
橋梁（りょう）新設工事、電線類地中化工事を行い、早期の完成に努めます。東３・

４・２０号線は都市計画道路事業として事業認可取得に向けた調査測量に着手します。

また、市道整備については、道路拡幅、舗装改修も含め、１９年度を上回る予算を計

上します

・防災対策…４月から市民部に防災防犯課を立ち上げ、地域コミュニティーとの連
携を重視した防災行政組織の構築を図ります。また、地域系防災行政無線のデジタ

ル化事業にも着手します

計画の推進
・第４次長期総合計画の策定…自然豊かな住宅都市として健全な発展を遂げている
東久留米市を、誇りを持って次世代に引き継いでいくために２２年度までの３年をか

け、第４次長期総合計画の策定に着手します

・戸籍事務のシステム化…市民サービスの向上のため、２年をかけて整備・導入をし
ます

未来を担う子どもたちがのびのび未来を担う子どもたちがのびのび
育つことのできる環境を整えます育つことのできる環境を整えます

　

年
度
予
算
編
成 

２０方
針
と
そ
の
概
要

　
　

年
度
予
算
は
、
後
期
高
齢
者

２０
医
療
制
度
の
導
入
や
健
康
診
査
制

度
等
の
見
直
し
、後
期
基
本
計
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